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六
月
二
十
二
日
、
中
央
公
民
館
に
て
、
平
成
二
十
九
年
度
定
期
総
会
を
開

催
し
、
町
内
会
等
活
動
功
労
者
表
彰
式
を
併
せ
て
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
、
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
は
下
記
の
五
十
名
で
、
受
賞
者
を
代
表

し
て
上
田
守
さ
ん(

久
留
米
第
二
町
会)

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
来
賓
と
し
て
郡
山
市
の
菅
野
利
和
副
市
長
、
社
会
福
祉
法
人
郡
山

市
社
会
福
祉
協
議
会
の
大
森
高
志
常
勤
副
会
長
に
御
出
席
を
賜
り
、
御
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
に
は
、
委
任
状
を
含
め
て
二
百
七
十
三
名
の
御
出
席
を
い
た
だ
き
、

昨
年
度
の
事
業
及
び
決
算
の
報
告
並
び
に
新
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算

の
提
案
に
加
え
、
新
会
費
制
度
へ
の
移
行
見
送
り
、
会
則
の
一
部
改
正
、
任

期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

＜平成 29年度事業計画＞ 

１．功労者の表彰 

２．各専門部会による事業活動 

３．郡山地区社会福祉協議会との連携強化 

及び地域包括ケアシステム構築の推進 

４. 郡山駅前違法客引き等防止に向けた 

関係機関との連携 

５．セーフコミュニティの推進 

６．その他目的達成のための事業 

一
、
同
一
町
内
会
等
に
お
い
て
会
長
の
職
に
引
き
続
き
五
年
以
上
従
事
し
、

功
績
が
顕
著
で
あ
る
方 

橋
本 

六
之
介 

(

石
渕
町
内
会) 

羽
石 

吉
宏 

 
(

中
ノ
平
団
地
町
内
会) 

南
條 

侯
典 

 
(

大
槻
町
太
田
町
内
会) 

國
分 

社
喜 

 
(

静
第
一
町
内
会) 

鳥
畑 

正 
 

 
(

島
前
明
和
会) 

近
藤 

チ
ヨ 

 
(

菜
根
泉
町
会) 

上
田 

守 
 

 
(

久
留
米
第
二
町
会) 

  二
、
同
一
町
内
会
に
お
い
て
会
長
そ
の
他
の
職
に
十
年
以
上
従
事
し
、 

功
績
が
顕
著
で
あ
る
方 

三
浦 

建
児 

(

方
八
町
自
治
会) 

 
 

 

於
曽
能 

一
之 

(

北
田
共
栄
会) 

小
林 

一
郎 

(

方
八
町
第
三
町
内
会) 

 

栁
沼 

正
二 

 
(

香
久
山
町
会) 

鈴
木 

優
一 

(

方
八
町
第
三
町
内
会) 

 

合
田 

郁
子 

 
(

久
留
米
第
一
町
会) 

福
井 

隆
夫 

(

緑
ヶ
丘
東
六
丁
目
町
内
会) 

吉
田 

芳
子 

 
(

久
留
米
第
一
町
会) 

伊
藤 

慶
司 

(

上
町
第
二
町
内
会) 

 
 

浜
崎 

光
江 

 
(

久
留
米
第
三
町
会) 

田
代 

誠 
 

(

上
町
第
二
町
内
会) 

 
 

渡
辺 

徹 
 

 
(

久
留
米
第
三
町
会) 

松
井 

元
右 

(

上
町
第
二
町
内
会) 

 
 

溝
井 

拓
夫 

 
(

久
留
米
第
四
町
会) 

影
山 

三
郎 

(

西
ノ
宮
西
町
内
会) 

 
 

下
川
原 

潔 
 

(

中
央
朝
日
町
会) 

永
山 

博
則 

(

矢
地
内
町
内
会) 

 
 

 

岡
本 

秀
一 

 
(

赤
木
町
会) 

橋
本 

庄
衛 

(

静
第
一
町
内
会) 

 
 

 

関
根 

康
善 

 
(

赤
木
町
会) 

清
水 

保
則 

(

中
野
第
一
町
内
会) 

 
 

横
田 

正
勝 

 
(

赤
木
町
会) 

内
山 

伸
二 

(

鳴
神
町
内
会) 

 
 

 
 

鈴
木 

勝
代 

 
(

若
葉
東
町
内
会) 

三
瓶 

武
男 

(

島
町
会) 

 
 

 
 

 
 

村
越 

幸
男 

 
(

桑
野
二
丁
目
町
内
会) 

早
尾 

勝
男 

(

島
町
会) 

 
 

 
 

 
 

五
十
嵐 

保
夫 

(

桑
野
四
丁
目
町
内
会) 

髙
松 

四
郎 

(

島
前
明
和
会) 

 
 

 
 

白
石 

勝
弘 

 
(

下
亀
田
自
治
会) 

酒
井 

照
夫 

(

桑
野
西
町
内
会) 

 
 

 

横
田 

次
夫 

 
(

細
沼
町
内
会) 

吉
永 

修
武 

(

桑
野
西
町
内
会) 

 
 

 

鈴
木 

勝
夫 

 
(

堂
前
町
会) 

千
葉 

良
生 

(

開
成
第
三
町
内
会) 

 
 

工
藤 

裕
久 

 
(

阿
弥
陀
町
内
会) 

鈴
木 

文
江 

(

開
成
第
三
町
内
会) 

 
 

橋
本 

孝
四
郎 

(

愛
宕
自
治
会) 

本
多 

彦
一 

(

開
成
第
六
町
内
会) 

 
 

鈴
木 

勲 
 

 
(

愛
宕
自
治
会) 

佐
藤 
巖 

 
(

開
成
第
六
町
内
会) 

 
 

田
中 

昭
男 

 
(

上
麓
山
自
治
会) 

新
田 
勲 

 
(

開
成
第
六
町
内
会) 

平
成
二
十
九
年
度
表
彰
受
賞
者 

(

敬
称
略) 

 

平

成

二

十

九

年

度

定

期

総

会

を

開

催 



 

○
会
長 

 
 

鈴
木
光
二(

大
槻
中
央) 

○
副
会
長 

 

宗
像
金
三(

芳
賀) 

酒
井
博
之(

開
成) 

坂
本 

大(

桃
見
台) 

 
 

國
分
晴
朗(

久
留
米) 

○
事
務
局
長 

久
保
田
義
雄(

大
成) 

○
会
計 

 
 

影
山
洋
二(

小
山
田) 

○
会
計
監
査 

矢
萩
良
雄(

芳
賀
） 

 
 

 
 

 
 

鈴
木
光
雄(

久
留
米
） 

本
年
度
の
総
会
に
お
い
て
、
役
員
に
つ
い
て

左
記
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

《
総
務
部
会
》 

①
ミ
ニ
会
報
発
行 

ミ
ニ
会
報
を
年
三
回(
七
月
、
十

二
月
、
三
月)

発
行
し
、
各
町
内
会

長
へ
郵
送
す
る
。 

②
要
望
と
り
ま
と
め 

各
方
部
町
内
会
連
合
会
を
通
じ

て
要
望
を
集
約
し
、
全
市
に
関
わ

る
も
の
や
全
体
に
共
通
す
る
も
の

を
市
長
に
要
望
書
と
し
て
提
出
す

る(

十
月
提
出
予
定)

。 

 

《
組
織
部
会
》 

①
新
任
町
内
会
長
研
修
会 

 

就
任
一
年
目
の
町
内
会
長
の
悩

み
や
疑
問
解
消
を
目
的
に
、
前
期

(

六
月)

・
後
期(

十
月)

の
二
回
、

研
修
会
を
実
施
す
る
。 

②
町
内
会
加
入
促
進
に
向
け
た

取
り
組
み 

 

公
益
社
団
法
人
福
島
県
宅
地
建

物
取
引
業
協
会
郡
山
支
部
と
の
懇

談
会
を
実
施
す
る(

二
月
実
施
予

定)

。 

 

六
月
に
開
催
し
ま
し
た
定
期
総
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
二
百
二

十
名
を
超
え
る
多
数
の
会
員
の
皆
様
に
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
場
ま
で
足
を
お
運
び
い
た

だ
い
た
皆
様
方
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

本
年
度
は
、
総
会
の
会
場
を
中
央
公
民
館
に
移
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
も
近
年
、
多
数
の
方
々
が
御
出
席
く
だ
さ
り
、
よ
り
広
い
会

場
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
会

員
の
方
々
が
、
本
会
の
活
動
に
興
味
関
心
を
示
さ
れ
る
こ
と
に
、

私
と
し
ま
し
て
も
、
成
果
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
御
期

待
に
応
え
る
べ
く
、
よ
り
一
層
気
を
引
き
締
め
て
会
務
運
営
に
あ

た
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
を
強
く
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

町
内
会
活
動
の
原
点
は
、
隣
近
所
、
向
こ
う
三
軒
両
隣
が
、
日

頃
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
、
し
っ
か
り
と
話
が
で
き
る
環
境
で
あ
る

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
町
内
会
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
人
が
、
安
全
で
安
心
し
て
楽
し
く

暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
多
様
化

す
る
世
の
中
に
あ
っ
て
、
ど
の
町
内
会
に
お
い
て
も
、
日
頃
か
ら

多
種
多
様
な
課
題
を
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。 

本
会
は
、
郡
山
市
の
中
央
地
区
に
あ
る
三
百
を
超
え
る
単
位
町

内
会
で
組
織
さ
れ
た
連
合
組
織
で
あ
り
ま
す
。
本
会
の
活
動
が
、

皆
様
方
の
地
域
の
課
題
解
決
や
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
一

助
と
な
り
ま
す
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
に
お
き
ま

し
て
も
、
皆
様
方
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

郡
山
中
央
町
内
会
連
合
会 

会
長 

鈴
木 

光
二 

ご 

あ 

い 

さ 

つ 

 

本
会
の
鈴
木
光
二
会
長
が
、
六
月
二
十
八
日
に

東
京
都
で
行
わ
れ
た
全
国
自
治
会
連
合
会
理
事

会
に
お
い
て
、
全
国
自
治
会
連
合
会
の
会
長
に
再

任(

二
期
目)

さ
れ
ま
し
た
。 

 

鈴
木
会
長
は
、平
成
二
十
七
年
六
月
か
ら
一
期

目
の
会
長
職
を
務
め
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
と
な
っ
た
今
年
度
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
評
価

さ
れ
、
満
場
一
致
で
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
九
年
度
各
部
会
事
業
計
画 

平
成
二
十
九
年
度
役
員 

鈴
木
会
長
が 

全
国
自
治
会
連
合
会
会
長
に
再
任 

《
環
境
部
会
》 

①
ご
み
処
理
施
設
見
学
バ
ス
ツ

ア
ー 

 

新
任
町
内
会
長
を
対
象
に
、
富

久
山
３
Ｒ
セ
ン
タ
ー
等
の
施
設
見

学
を
行
い
、
ご
み
処
理
の
流
れ
を

理
解
す
る(

十
月
実
施
予
定)

。 
②
空
家
問
題
へ
の
取
り
組
み 

 

市
と
連
携
し
て
、
空
家
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
。 

 

《
社
会
部
会
》 

①
防
犯
に
関
す
る
取
り
組
み 

各
方
部
町
内
会
連
合
会
に
、
防

犯
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、

対
策
な
ど
に
つ
い
て
の
チ
ラ
シ
の

作
成
や
、
重
点
課
題
に
つ
い
て
防

犯
協
会
か
ら
講
師
を
招
き
、
研
修

会
を
実
施
す
る
。 


